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	教育研究業績書

平成２８年　月　日　

氏名　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)　

	研究分野
	研究内容のキ－ワ－ド

	薬学、生物科学
	化学系薬学、創薬化学、分子生物学

	教育上の能力に関する事項

	事項
	年月日
	概要

	１　教育方法の実践例
	
	

	学位論文研究、実習の指導

	昭和60年4月～昭和61年4月
	○○大学医科学研究所細胞生物化学研究部にて博士課程大学院生１名の研究指導を行った。


	２　作成した教科書、教材
	
	

	「臨床薬学領域におけるProblem-Based Learningの実践」
	平成15年5月


	米国〇〇〇〇大学薬学部で出版された薬学教育へのＰＢＬ形式授業導入ガイドを翻訳（分担翻訳：10名）


	３　教育上の能力に関する大学等の評価
	
	

	
	
	なし

	
	
	

	４　実務の経験を有する者についての特記事項
	
	

	
	
	なし

	
	
	

	５　その他
	
	

	〇〇大学市民講座
	昭和58年７月
	〇〇大学市民講座でわれわれを取り巻く内分泌撹乱物質というテーマで講演を行い、とくにプラスチック可塑剤の実験動物に対する影響について説明した。

	職務上の実績に関する事項

	事項
	年月日
	概要

	１　資格、免許
	
	

	薬剤師
	
	免許番号（登録番号第○○○○○○号）

	２　特許等
	
	

	
	
	なし



	３　実務の経験を有する者についての特記事項
	
	

	　ﾗｯﾄ肝細胞におけるGTP結合蛋白質共役受容体の機能解析
　(〇〇大学第11000号)
	昭和63年４月～平成５年３月
	　生化学および薬理学的手法を用いて､促進性GTP結合蛋白質の受容体に対する異なる共役能を明らかにし､その業績に基づき博士号を取得した｡

	４　その他
	
	

	
	
	なし



	研究業績等に関する事項

	著書､学術論文等の名称
	単著・共著の別
	発行又は発表の年月
	発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称
	概要

	（著書）
	
	
	
	

	１．Saponins Used in Traditional and Modern medicine. (606頁)
	共著
	平成８年８月
	Plenam Press
  (New York)
	　伝統的薬物或は近代的薬物におけるサポニン類の研究を纏めた総説

(本人担当部分：pp.87-100, サポニン類の発ガン予防効果について記述, eds by G. R. Waller and K. Yamada）
共著者：M.F.Balandrin,T.chiba,Y.Saeki,K.Hostettman,K.Yamada,K.Ishida,P.K.Kintia,G.R.Waller 他20名

	（学術論文）
	
	
	
	

	１．Stepinonine, A new dimeric benzylisoquinoline-2-phenyl-s-homotetrahydro- isoquinoline alkaloid.
	共著
	平成5年10月
	Tetrahedron Lett.,

Vol.1972 (No.0),

4001 – 4004 頁
	　Stephania japonica (ハスノハカズラ)より得られた新規ビスベンジルイソキノリンアルカロイドstepinonine の化学構造を明らかとした。

(本人担当部分：実験の実施、論文作成）

　共著者：Taro Ishida, Takao Chiba, Yasuo Inoue

	２．ジーンターゲッティングを用いたアンジオテンシンII 受容体サブタイプの機能解析


	単著


	平成12年5月


	生化学 72: 379-383


	アンジオテンシンⅡ受容体の拮抗薬は、1990年代以降、広く用いられている高血圧治療薬である。この薬物の作用を理解するためにアンジオテンシンⅡ受容体の生理機能を理解することが不可欠である。本総説では、著者の研究を中心に、アンジオテンシンⅡ受容体欠損マウスの研究で得られた成果を解説した。

	（その他）
	
	
	
	

	国内学会
	
	
	
	

	１.Zoogloea ramigera
　I-16-M におけるAcetoacetyl-CoA Synthetase
	共著
	昭和56年9月
	第50回生化学会大会、仙台
	アセト酢酸をアセトアセチルCoAに活性化する酵素であるアセトアセチルCoAシンテターゼをあらゆる生物の中で初めて、活性汚泥菌 Z.ramigeraから均一に精製したことについて発表した。  要旨：生化学、vol.0, p.635

  （本人担当部分:全般的に担当）

共著者:伊藤〇〇、福井〇〇、安田〇〇

	２．
	
	
	
	

	国際学会
	
	
	
	

	１.ACE inhibition reduces blood pressure in mice lacking type 1A (AT1A) receptors for angiotensin II


	　共著


	平成7年11月


	American Society of Nephrology (San Diego, California, USA)


	アンジオテンシンII受容体タイプ1A (AT1A)ノックアウトマウスにACE阻害薬を投与すると血圧が低下することを示し、AT1A以外のアンジオテンシンII受容体が血圧調節に関与することについて発表した。　　　　　　　　要旨：American Society of Nephrology, vol.0 (1), p.629(1995)

（本人担当部分:全般的に担当）　
共著者:M.Alice,  M.Ito, N.Maeda, O.Smithies and T.M. Coffman

	２．
	
	
	
	

	上記記載分を含めて

学術論文　　　　　１編

その他

国内学会発表　　　２編

国際学会発表　　　２編
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